
 
津市民文化祭参加事業 

 第 83 回津文化協会文化講演会  
第 43 回文化講演会？「発見塾」三重大学シリ－ズ 

 
演 題 「四国遍路とは？―近現代から考える―」 
              
 
講 師  森 正人 氏  
       三重大学 人文学部  准教授 

日 時  平成 24 年 5 月 26 日（土）13:30～ 
会 場  津リージョンプラザ２階 健康教室 （津市西丸之内 23-1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主 催 津市  津市民文化祭実行委員会 
主 管 津文化協会 
後 援 三重大学  三重ふるさと新聞社 
？「発見塾」ホ－ムペ－ジ http://www.lib.mie-u.ac.jp/seminar/hakken/index.html 
連絡先 津文化協会事務局   ＴＥＬ 059-228-8393 （東 尚子 方） 

津文化協会では会員を募集しています。 
当協会事務局または？『発見塾』開催時、受付までお申込み下さい。 

 四国にある 88 の寺院をめぐる四国遍路は、1990 年代後半からブ－ムになりまし

た。白装束に菅笠、手には杖を持って寺から寺へと歩く巡礼者の姿は日本人の 
宗教心の発露とも言われます。 
しかし、このような四国遍路は「本来の」姿ではありません。四国遍路は真言宗 
からも行政からも怪しくいかがわしい習俗と長く見なされてきたため、巡礼の 
仕方やスタイルなどは一律でなく多様なものが存在していました。 
散漫な巡礼が均質になり始めるのは、なんと 20 世紀になってからです。 
どのようにして現在目にする巡礼が現れたのかを考えてみたいと思います。 

入場無料 
事前申込不要 


